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紅藻の色素蛋白質に関する研究

第3報、 フィコエリスリンとフイコシアニンの紫外線及びペプシンに主る

可視部吸収スベクトルの影響

五十嵐久尚・細谷勇治

(北海道大学水産学部水産化学教室〉

S加di儲 onChromoproteins of Red Algae 

III. Onthe effects of ultraviolet rays and pe戸inupon 

白eabsorption句即位aofphyc伺叩由rinand phyc∞yanin 

Hi担naoIGARASHI and Yuzi Hosoy A 

Abstract 

Observations were made on the effect of uItraviolet rays and pepsin hydrolysis upon the 
visibleab鉛rptionspectra of phycoerythrin from Laurencia glandulifera and Neodils印 yen-
doana， and phyαlCyanin from the latter. 
It was found that phycoerythrin from Neodilsea ye館ioanawas caused to fade more rapidly 

白anthat from Laurencia glandulifera in the case of exposぽ'eto ultraviIet rays. 
Asrl白ultof pe戸inhydrolysis， phycoerythrin and phyc∞yanin showed the same ab!氾rption
spectra with the sharp max. at 500mμ. 

緒言

海水に於いては，一般に紅藻は緑藻や褐藻より深いところに生育しているといわれている。 7kによる光の

吸収は波長が大なるに従って急激に増大するので，紅藻に含まれている色素蛋白質も，青色乃至紫外光線の

影響を大きく受けていると思われる。分離精製した色素蛋白質の吸収スペグトルは，暗所に於いては非常に

安定しているが，太陽光線を直射すると，容易に槌色する。之等のことより， 2種の紅藻より分離精製した

色素蛋白質の'!&収スペグト)!.-に対する紫外線の影響を調べた。また Lemberg1J，Kitazat02)等は，ペフ・シ Yを

用いて色素部と蛋白部の結合を分離させる試みを行っているが，著者等もペプシシによる消化試験を行い，

この結果生じた可視書官吸収スペグトルの愛化を検討したので，その結果を報告する。

実験誼に結果・考察

試料として用いたものは，前報3，同様，硫安による塩折を繰返し，分精精製したアカパ (Neodilseayen-

doana)より得たブイコエリスリシとプイコシアニ y及びオオソゾ (laurenciaglandulifera)より得たプイ

コェリスリ yである。

I 紫外線による彫響

各試料の水溶液の濃度を1E確に同一にすることが極めて困難であったので，両アイコエリスリシについて

はほぼ同量の試料をとり，同量の水で溶解し，更に490，495mμのmax.の吸光係数が同一になるよう，濃度

を調製した。またブイヨシアニシは，そのt勺0.03%溶液になるよう調製したものを用いた。

各調製液を夫々3批椀広口秤量管にとり，人工太陽燈 (1∞V 3A)を光源より13cmの距離で照射した。
その結果，アカパより得たブイコシアニシ及びオオソゾより得たプイコエリスリシでは， 1時間加分の照
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(3) 

溺によれ蛍光は全く消失し，色調はほぼ争被じ.亙時間泊分では全く漣色し，僅かに白色の沈滋を生じ

た。

之に対してiナカバより得たブイコエリス!J!/の場合は.8分にて蛍光は消失し.色調は牛滋し.30分で

徳色し、白色沈搬を生じた。

之等の可視都吸収スペグト JL-のZ老化は第1-3図に示した。

五十嵐?細谷:紅藻の色素蛋白質1958) 
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Fig.2.. . Changes of abω，rption spectra of phycoery-
thrin from Neodilsea yend，仰 nawith ultraviolet 
rays 
.....・M・.original -.-8min. il1umination 
--30min. illumination 
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Fig.1. Changes of absorption spectra of phycoery-
thrin from Laurencia gla据duliferawitb ultraviolet 
rays 
叩四回..original -・-1.5hr.illumination 
-~-哩 2.5hr. il1umination 
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Fig.4. A凶orptionsI町 traof chromoproteins chan-
ged by pepsin digestion ー-phycoerythrin from Laurencia glandulぴera
.. phycoerythrin from Neodi/sea yendoana 
ー.-phycocyanin from Neodilsea yendω UJ 
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Fig.3. Changes of ab鈎rptions戸ctraof phycocya-
nin fromNe由iilseayendoana with ultraviolet rays 
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次に約lcmの厚さの硝子の蓋で溶液を蔽ぃ.紫外線を防いで照射した結果. 3時間後に於いても色調及

びE買収スペグトルの変化は認められなかった。

以上の如く，アカパのブイコエリス)};/は.オオソゾのアイコエリス)};/ ~こ比して，紫外線による彰響が

強いことが認められた。このことは，同じプイコエリスリ yでも，アカパの如くプイコシアニ yと共存する

ものと，オオヅゾのま日く単独に存在するものとの聞に差異があるとも推定されるし，且また種類の異る紅藻

から得た 7イヨエリスリ γは紫外棋に対する彰響を異って受けるものとも考えられる。

E ペプシンによる膨響

前記同様の試料を用いて，市駅純品を二度再結したペプシシを用いて消化試験を行った。

却ち，各試粉共3%の水溶液lQOccになし，これに10%HC13∞を加え.0.5gのペプシシσ/凶HCIO.3
ccに溶解したもの〉を，第1日目に0.2g.第3.5. 7日目に夫々O.lg宛を加え.370Cで11日間暗所で保温

した。その結果，各試料共よく種似した紫紅色の溶液になり，白色沈搬を得た。この沈瀕物は大部分ペプシ

シのそれであると考えられるので，遠心分離して除去した。その上澄液の色素は amylal∞hoIには抽出され

ない。更に8倍量の ethanolを加えても着色沈殿物を生じなかった。ここに得られた物質は. Lemberg1)の

云うように，完全に色素部と蛋白都が分離されたものではなくて，色素に peptide様の物質が結合したもの

と恩われる。

之等ペプシジ消化生成物の可視部吸収スペグトノLは，第4図に示す如く，すべて5∞mμに顕著な山を示す
極めて類似した結果を示した。この結果は Lemberg引がアイコエリスリ yより得たブィコエリスロピリ yの

それとほぼ一致している。しかし Kita.zato2)はあまのり (Porphyr(Jtenera)より得たアイコエリスリ yと
アイコむアニユペニペプシ yを作用させ，プィコエリスリ yより赤紫色の色素として，アイコェリスロピリ y

を得，更にこれを酸分解して，ブィコシアニシのペプシシ消化によって得たフィコシアノピリシと同一物を

得たと報告している。ところが，著者等の以上の実験結果に於いて，何れの色素蛋良質もペプシシの作用に

より，兵った中間物質は得られないで，同ーの吸収スペグトルを示す物質に変化することが認められたこと

は注目すべきことと考えられる。これについては今後の研究にまつべきであろう。

嬰 約

オオソゾ及びアカパより得たブイコエリスリ y とアカパより得たブイコシアユシに対する紫外線とペフ.~

yの作用の可視部吸収スベグト)1.-に及ぼす影響を調べた。

両アイコエリスリシは，紫外線により異なる影響を受けることが認められた。また各色素は，ペプシシの

作用によって.5∞mμ に鋭い max.を有する同様の吸収スペグトルを示す物質にZ霊化した。
本研究は文部省科学研究費によって行われた。
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